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斯く諸外国では既に潤英樹 パ ルプの緒性を活かして種々の紙の原料 パルプ として利用されて居
り,針葉樹資源に乏しい壕洲では,潤英樹利用が早 くより考慮され,ユーア リを原料とするクラフ
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粗 繊 維 crudecelulose
α-緋 椎 葉 α.Celulose
β-観 椎 葉 β-celulose
γ-繊 維 素 7,-COlulose
ペ ソ トザ y pentosari
1) ダ ニ ソ Lignin



































Ⅳ 蒸 解 結 果 金
.蒸解試験の結果はTable3に表嘉した｡
向結果を図示するとFig.la並びにbの如 くである｡Fig1~は主蒸解時間に対するパルプ収率,残
存炭水化物(パルプ中よりリグニンを取 り除いたもの全部の意味O)残存 リグニン｡%は対原木｡ 蒸
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解中の木材成分の溶解消失の様相を追究したものである｡aはAPの場合,bはKPの場合である｡
Table 2
蒸 解 条 件
CookingConditiわns-
Table 3
蒸 解 実 験 結 果
ResultsofCookingExperiments
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曹 卦 法 1 硫 酸 塩蒸 解 方 法
実 験 符 号
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(2)Fig.2はパルプの リグニン含有量 と蒸解時間との関係図である｡クラフ ト漆では脱 リグニン
が, ソーダ港に比較して著しく容易である事が判る｡ 更にクラフ ト港では リグニン含有率1%内外















Ⅵ 叩 解 試 験
蒸解条件を異にして得 られた








である｡ この事実はクラフ ト法が ソーダ港よりも脱 リ
グ-,/が容易である事を示している｡ 逆にクラフ ト法
が ソーダ法よりも繊維素並びに- ミ織稚素を崩壊 しな
∫
い事を示してゐるものとも言-る｡
更に注目すべき点は ソーダ法では リグニン含有率 3
%内外より残炭水化物は急減少してゐるに反しクラフ
ト湊では リグニン含有率2%内外よりこの現象が硯ほ
れている｡ この点はFig.5以下の リグニン含有率 と強
度との関係図と対照して興味ある事であるC
Table 4
叩 解 実 験 結 =果
ResultsofBeatingExperiments
A.P.1
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の問には直接的な関係のない事を云している｡勿論関係がないと云 うのではなく関接的な関係であ
る事を示している｡ 〕
一方紙の強度はホロセルローズの含有率と関係あ りとされ Harold.H.Hontz或は R.E･March
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l)ダニソ含有量 (形)
Table 5
紙 葉 強 伸 度 試 験 結 果
(StrengthandElongationofTestSheets)
A.P.1 g/m251.3 〟123 2.3`1 3.24 t 5.53km 49.4 形1.15
A.P.2 57.0 〟.133 2.:33 ･….:≡:9 号 ….:9:6 51.1 1.18
A.P.3 60.6 141 2.29 57.8. 1.15
5 .609 45.. 8 34 00
K.P.0 57.6 126 2.19 4.81 6.65 58.3 1.14
K.PO.5 57.2 124 2.17 ･5.34 .6.85 61.1 -2.07
冗.P.1 59.9 136 2.28 4.28 6.45 61.8 1.21
K.P.2 59.7 136 2.28 4.17 6.38 62.7 1.28
K.P.3 I 60.7 138 2.27 4.12 6.35 ` 63.6 1.31
K.P.5 ､60.3】 147 2.44 3.90 5.73 56.8 1.21
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